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論 文 の 内 容 の 要 旨 

 
 日本短角種は北東北の中山間地域の活性化，草・土地資源の有効利用や里山の環境保全など

に重要な役割を担っている。そして夏山冬里方式の特徴的な飼養形態により，北東北の飼養環

境に適した家畜である。これからも北東北の畜産業にはなくてはならない存在であると考えら

れる。 
最近，牛肉へのニーズの多様化により，赤身肉の需要が高まり，赤身肉が主体の和牛として

日本短角種が注目されている。しかし，日本短角種の特徴である親子放牧，種雄牛による自然

交配などの飼養形態は必然的に季節繁殖になるため，子牛の生産時期が偏るという問題がある。

子牛の生産・出荷時期が偏るということは，肥育後，肉として出荷される時期が偏ることにな

り，日本短角種牛肉の利用拡大の機会を損失する要因になっている。 
親子放牧，種雄牛による自然交配を活かしつつ，日本短角種子牛の生産方法として 6～7 月生

まれ（夏子）の放牧地分娩が考えられるが，日本短角種母牛の放牧地分娩による影響や効果に

関する詳細な報告は皆無である。そこで，第二章では放牧条件下で 6～7 月生まれ，親子放牧

した日本短角種子牛（夏子）と，通常の飼養条件である 3～4 月に牛舎で生まれ，5 月頃から

親子放牧した日本短角種子牛（春子）を比較することにより，夏子の発育特性について検討を

行った。その結果，夏子の初期発育は春子に比べて優れており，その差は生後 1 ヵ月までの

発育で現れることを明らかにした。夏子の生時から 1 ヵ月齢にかけての日増体量が優れた要

因として，春子は摂取エネルギーの多くを熱生産に利用し，初期発育に影響をおよぼしたと推

察された。 
一方，依然として牛肉の格付けは脂肪交雑が重視されるため，家畜市場における日本短角種

子牛の価格は黒毛和種子牛の約 1/3 にしかならない。日本短角種繁殖牛の飼養農家の収益性を

向上させる技術の一つとして，胚移植（ET）により市場価値の高い黒毛子牛生産を短角牛の

夏山冬里方式に融合させることも有効な手段と考えられる。しかしながら，親子放牧において，



日本短角種母牛に育てられた黒毛和種胚移植子牛の詳細な発育についての報告は見られない。

そこで，第三章では放牧条件下において日本短角種母牛から胚移植によって生まれ，哺育され

た黒毛和種胚移植子牛の発育と，同時期に日本短角種母牛から自然交配によって生まれ，哺育

された日本短角種子牛との発育を比較した。その結果，日本短角種胚移植によって生まれた黒

毛和種胚移植子牛は日本短角種子牛よりも相対的に生時体重が小さく，胎子期の成長において

も品種間差があると考えられた。日本短角種母牛に育てられる黒毛和種胚移植子牛の発育は，

2 ヵ月齢まで日本短角種子牛よりも劣っているものの，それ以降は同等か，優れていることを

明らかにした。黒毛和種子牛は栄養成分の利用が日本短角種子牛と異なり，2 ヵ月齢以降，特

に 3～4 ヵ月齢の発育は高脂質な血液性状が関与している可能性が示唆された。 
第四章では第三章で明らかとなった黒毛和種胚移植子牛の優れた発育成績を，黒毛和種の一

般的な飼い方である舎飼いで黒毛和種母牛に育てられた黒毛和種子牛の発育と比較した。ここ

では，日本短角種を母牛として親子放牧された黒毛和種胚移植子牛は，舎飼いで黒毛和種母牛

により哺育された黒毛和種子牛より有意に高い発育を示すことを明らかにした。増体量から哺

乳量を推定する式から算出すると，日本短角種を母牛として親子放牧された黒毛和種胚移植子

牛と，舎飼いで黒毛和種母牛により哺育された黒毛和種子牛との哺乳量の差は 8 週齢までの

累積哺乳量で約 90kg、一日あたりで 1.6kg/日であった。日本短角種の高い泌乳量による母性

効果は黒毛和種胚移植子牛の発育にも有効であることが示唆された。 
以上のことから，日本短角種母牛から放牧地で生まれ，哺育することは日本短角種子牛の初

期発育を大きくするのに有効であることを明らかにした。また，放牧条件下において日本短角

種母牛から胚移植によって生まれ，哺育される黒毛和種胚移植子牛の発育は，2 ヵ月齢まで日

本短角種子牛よりも劣っているものの，それ以降は同等か，優れていることを明らかにした。

さらに黒毛和種の一般的な飼い方である舎飼いで黒毛和種母牛に育てられる黒毛和種子牛より

有意に高い発育を示すことを明らかにした。このことにより飼料代や飼養管理労働を節減しな

がら市場価値の高い黒毛和種子牛が生産でき，日本短角種の生産地域における収益性の向上と

経営の安定につながることが期待できる。 
 

 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 
 2015 年 1 月 27 日に弘前大学において、山口学氏の学位論文公開審査会を実施した。はじ

めに本人が学位論文の内容について説明し、その後、質疑応答を行った。 
 本研究では、日本短角種雌牛の繁殖能力のひとつとして放牧地における子牛哺育能力に注目

して検討を行った。はじめに、慣行的な夏山冬里方式において一般的な牛舎での分娩（3～4
月）の後に母子放牧に出す春子生産を対照として、放牧開始後に分娩を迎えるように交配して

放牧地での分娩（6～7 月）の後、哺育を行う夏子生産方式を比較した。その結果、放牧地で

出生した夏子の初期発育は春子に比べて優れており、その差は生後 1 ヵ月までの発育初期に

おいて現れることを明らかにし、放牧条件下での分娩に引き続く哺育時の日本短角種雌牛の子

牛哺育能力が高いことを明らかにした。続いて、市場価値の高い黒毛和種子牛の受精卵移植

（ＥＴ）生産における借り腹母牛としての日本短角種雌牛の放牧地における子牛生産哺育能力

を検討した。日本短角種雌牛から生まれた黒毛和種ＥＴ子牛は、自然交配による日本短角種子

牛よりも生時体重や出生後 2 ヵ月齢時までの発育は劣るものの、その後の哺育期間における



発育は同等か、優れるほどに急速な発育を示した。すなわち、日本短角種母牛の高い泌乳能力

が黒毛和種ＥＴ子牛の哺育中の栄養状態に影響して 3～4 ヵ月齢時の発育促進につながったも

のと示唆された。日本短角種母牛に哺育された黒毛和種ＥＴ子牛の発育成績を、黒毛和種母牛

に舎飼いで育てられた黒毛和種人工授精（ＡＩ）子牛の発育データと比較検証した。その結果、

日本短角種母牛と親子放牧された黒毛和種ＥＴ子牛は、舎飼い黒毛和種母牛による黒毛和種Ａ

Ｉ子牛よりも高い発育を示すことを明らかにした。子牛の増体量から哺乳量を推定する式から

算出すると、日本短角種を母牛として親子放牧された黒毛和種ＥＴ植子牛と舎飼い黒毛和種母

牛に哺育された黒毛和種ＡＩ子牛との哺乳量の差は 8 週齢までの累積哺乳量で約 90kg、一日

あたりで 1.6kg/日もの差があるものと推測された。日本短角種雌牛の高い泌乳量による母性

効果は、黒毛和種ＥＴ子牛の発育促進に有効なことが示唆された。 
本研究によって明らかにされた、放牧地における日本短角種雌牛の優れた子牛哺育能力は、

日本短角種子牛の初期発育の改善だけでなく、日本短角種母牛から出生哺育された黒毛和種Ｅ

Ｔ子牛の哺乳期間中の発育促進にも有効なことが示された。これらの成果は、わが国において

放牧草地に立脚した土地利用型肉用子牛生産を推進していく上で貴重な情報を提示する価値あ

るものと認められた。以上のように、本審査委員会は、「岩手大学大学院連合農学研究科博士

学位論文審査基準」に則り審査した結果、本論文を博士（農学）の学位論文として十分価値の

あるものと認めた。 
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